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一 「年少者日本語教育実践研究」一
川上 郁雄
日本語 教育実践研究(2)は 、 「日本語を母語 としない児童生徒」(以下 、JSL児童
生徒)を 対象 にした実践研究の クラスです。 この授 業では、JSL児童生徒を対象に し
た 日本語 指導を実際に行 い、その指導上の さまざまな間題 にっいて検討 を重ね、年少
者 日本語 教育について研究す るクラスです。
JSL児童生徒の 日本語教育 に関す る課題 には、第二言語 としての 日本語の習得だけ
ではな く、教科学習、母語、認知発達、心の課題(カ ウンセ リングや アイデンテ ィテ
ィ)、担任 との連携、家庭の課題 など多岐 にわたる問題群が含まれ ます。近年 、これ ら
の児童生徒に関す る教育的課題が全国的に注 目され るよ うにな り、 目本 語教育 にお い
ても緊急 の課題 となっています。
日本 語教育研究科では、そのよ うな社会的要請 を鑑み、教員養成 の観 点 も含 め、本
実践研 究を構想 しま し、2002年 に新宿 区教育委員会 と協定 を締結 しま した。そ の
内容は、学校 に在籍す る 「日本語指導の必要な子 ども」に対 して、 日本語教育研究科
の大学院 生がボランテ ィアで 日本語指導や学習指 導を行 うとい う趣 旨です。 この実践
研究の クラスには、 これ らの子 どもたちの母語で ある中国語や韓国語、英語 、スペイ
ン語、ロシア語な どを話す留学生や 日本人の大学院生がいます。この大学院生たちが、
専門知識 を生か しなが ら、 日本語が まだ十分でない子 どもたちの教育 を支援す るので
す。 これ は 「早稲 田モデル」 と呼ばれています。
今回収 録 され る論考は、 これ までこのモデル によ りどの ような実践研 究が行われて
きたか、またその成果 は何かをま とめています。 また、 も うひとっの論 考は、具体 的
な指導の例 として漢字指導 をど う行 うかについ てまとめた ものです。 どち らも、 この
実践研究か ら生まれてきた成果 と言 えます。 このよ うに、子 どもを中心に し、発達段
階に応 じた 日本語指導や学習指導 を考えることが 、この実践研究の大きなテーマです。
すで にこれまで新宿区内の約15校 の公立小 中学校 に 日本語教育研究科か ら延べ約
50名の大学院生が 「派遣」 され、これ らの子 どもたちの指導にあた ってきま した。 こ
のクラスの受講者は 「日本語教育 ボランティア」 の実践 を通 じて、地域 や社会の多様
な二一 ズに 目本語教育が どの よ うに貢献するか とい うテーマ も追求す ることにな りま
す。その ことが、 これか らの時代 にあった 「日本語教育専門家」の育成 につながって
い くと思っています。
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